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2. 具体的なDXの取り組み
(1) 学習の個別最適化とアダプティブ・ラーニング
•AIを活用した 個別最適化学習（生徒ごとに異なるカリキ
ュラムの提供）
•生成AIの活用（例：ChatGPTを使った作文指導や質問
応答）
•データ分析による学習履歴の可視化

(2) 校務のDX（業務効率化）
•成績管理のデジタル化（EdTechサービスや教育DXツ
ールの活用）
•オンライン会議・研修の増加（Zoom、Google Meetなど
）
•ペーパーレス化（デジタル連絡帳、電子承認フロー）

(3) ハイブリッド授業・オンライン学習の強化
•コロナ禍を経て、オンライン授業の活用が定着
•対面授業＋オンライン学習の ハイブリッド型授業 の推
進
•VRやメタバースを活用した新しい学習体験

(4) デジタル・シティズンシップ教育の推進
•情報リテラシー教育（ネットの安全利用、フェイクニュー
スの見極め方）
•SNSや生成AIの適切な活用指導

1. 教育DXの現状
(1) ハードウェアの普及
•小中学校では、GIGAスクール構想により 1人1台の端末（
Chromebook、iPad、Windows PCなど）が配備
•高校・大学でもデジタル端末の導入が進み、BYOD（Bring 

Your Own Device）も増加
•校内ネットワークやクラウド環境の整備が進行中

(2) ソフトウェア・プラットフォームの活用
•学習管理システム（LMS）（Google Classroom、Microsoft 

Teams、Moodleなど）の導入
•デジタル教科書・教材（スタディサプリ、Monoxer、eboardなど
）の活用
•AIドリル・適応学習（atama+、Qubenaなど）による個別最適化
学習の実現

(3) 教員のICT活用スキルの課題
•端末配備後も「使いこなせていない」現状があり、ICT活用の研
修が求められる
•授業支援ツール（ロイロノート、MetaMoJi ClassRoomなど）の
活用に格差がある
•成績管理や業務効率化ツールの導入は一部で進んでいるが、
統一的なシステム整備が課題
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例）教育データダッシュボードより

テストの点数 ＝ 学力

問
題
を
解
い
た
数
：
学
習
量

学習量は多いにも関わらず、
学力が上がっていない

→ケアが必要

データを見て、ケアが必要な子どもを見つけるきっかけにする

データ連携でできること



1．学習量が多いのに、
  学力が上がっていない子どもを発見

2. 対象の子どもの学習時間帯を確認
→ 朝早い、または、夜遅い時間が多い

3. 対象の子どもの出欠状況を確認
→ ある時から、欠席や遅刻が増えた

4. その時点で親が障がい者になったよう。
→兄弟もいるし、ヤングケアラーかもしれない

こどもの見守り

ドリル

テスト

学習支援
ツール

校務支援
システム

福祉

データ連携でできること



自治体・教育委員会・学校のデータをつなぎ、地域全体で子どもたちの成長を育む

こども見守りシステム



アンケート





横浜市様が目指す教育DXの実現を支援

教育ダッシュボードを実現 児童生徒、教職員・学校、教育委員会用

児童生徒のきめ細かいサポートや

データを基にした学校運営を支援

内田洋行は教育データ活用の豊富な実績を活かし、横浜市様の教育DXの実現を力強くサポートしています

。

教育データのさらなる活用・分析を進め、

未来の教育の実現に向けた「横浜教育DX」を加速

横浜市学力学習状況調査 横浜市体力運動能力調査

各種調査

欠席情報

連絡システムのデジタル化

日々の生活や学習データのプラットフォーム

学習eポータル                              で データを集約

健康観察         授業アンケート

はまっ子デジタル学習ドリル (MEXCBT)
「毎日の記録」機能

安全な認証基盤

教育委員会分析システム教職員ダッシュボード児童生徒ダッシュボード



各種アンケート

各種デジタルドリル

横浜市学力・学習状況調査

横浜市体力・運動能力調査

次期校務支援システム

その他のデータ

教育委員会用分析システム

様々なデータを組み合わせて

分析できる

• 自身の学習面・生活面の

状況をデータによって把握

• 児童生徒それぞれの状況に

対応する学習指導・生活指導

• 悩みを抱える子どもを早期発見

• データ分析に基づいた

教育施策の立案・検証

• 市立学校全体の状況把握

• 学校との連絡・申請などの

やり取りの負担が軽減される
統合ID管理システム

校

務

用

認

証

基

盤

児童生徒用ダッシュボード

学習面、生活面の自分自身

の履歴を確認できる

教職員用ダッシュボード

子ども学習面・生活面の状況

を一元的に表示し共有できる

家庭と学校の連絡システム

将来

データ

集約

学

習

用

認

証

基

盤

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

認
証

データ活用の目的にあわせた3種のダッシュボード

教育委員会

ゼロトラストに対応した安全に使えるセキュリティ

関連システムのIDを統合的に管理・連携

学習支援システム

学習eポータル標準に

準拠したデータ連携

子どもに関する様々なデータ

・





https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_02597.html

GIGAスクール構想の下での校務DXチェックリスト：文部科学省



技術標準仕様（1EdTech OneRoster、
自治体システム標準仕様）を利用して連携
各システムが独立して運用されていても、
システム・データを連携し様々な機能・サービスを組み合わせて使える
…キーワードは「疎結合」「相互運用性」の確保

校務DX（名簿連携）
名簿情報(教職員・児童生徒)を連携し、複数のシステム運用負担を軽減するとともに、データ連携ができる環境を目
指すことで、教職員の業務負担軽減を実現する

出欠席情報



校務DX（ペーパーレス）
研修会案内などの文書通達から行事登録、出張管理、出勤簿作成、スケジュール入力までの一連の流れを
完全ペーパーレス化

教育委員会 学校（管理職） 学校（対象教員）

・文書の送付
【回覧】
内容確認後、確認済みにチェック
【回答】
システム上に回答を直接入力 または
添付ファイルをダウンロード・回答を入力

・文書の収受・回覧

・申請内容を確認し、承認
（旅行命令）

【文書管理】

【校務】日程管理

・行事の登録

【勤怠管理機能】出張申請 ・出勤簿に反映

・出張等の申請データに
 自動連携
（旅行命令伺い）

・都道府県共通様式の
 報告書を出力
(旅費精算 等)



学校現場におけるゼロトラストモデル構成例 授業

学校 自宅 研修先など

教室

GIGA スクールネットワーク

校務系サービス

ウチダ公共

クラウドサービス

学習系・校務系 共通利用

OneDrive

Microsoft Teams

学習系サービス

ATR CALL BRIX

Web サイト

SaaS

一人一台にすることでデバイスサインインのセキュリティを強化し、なりすましを防御。

教室・職員室といった場所を選ぶことなく、例えば、教室で校務支援システムの出欠席の登録等を実現。 

GIGAスクールの回線を活用することもできますので、ランニングコスト削減も期待できる。

オンライン授業、会議、テレワークなど先⽣

も端末の持ち運びを可能にして

「働きやすい環境」を実現します。

職員室

教職員 PC
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